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１．老朽化対策における基本方針

　１.１　基本的な方針

図-1　メンテナンスサイクルのイメージ図

【点検、診断、措置、記録】のメンテナンスサイクルを確立し、施
設の
特性に応じた管理マネジメントにより、予算の平準化と施設の長寿
命化
を図り、施設のトータルコストの縮減を実現します。

点 検
・道路パトロール
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・写真台帳
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　１.２　長寿命化修繕計画の目的や対象施設

　　1.2.1　背　景

　　　白馬村は長野県の北西部に位置し、面積189.36km2、周囲65.5km、南北16.8km、

　　東西15.7kmを擁しています。

　　　地域の中央部を南北に糸魚川静岡構造線が走っており、この大断層地帯に白馬

　　連峰から流れ出す河川によって扇状地が形成されている。村の南部から北部へ屈

　　折しながら流れる姫川は、白馬村の南端佐野坂に源を発し、東西山地より流れる

　　支流、谷地川・平川・松川・楠川等と合流し、日本海へと及んでいます。

　　　西側白馬連峰一帯は、酸性火成岩類で形成されており、急峻な山岳美を魅せ、

　　登山・ハイキング・スキー場など観光資源となっています。

　　　平成26年11月に発生した長野県神城断層地震では、「地域の絆」による防災・

　　減災のモデルとして注目を集めました。地域コミュニティーの重要さを認識する

　　と伴に、人口減少・高齢化社会を迎え、経済的・物的規模が減少していく時代に

　　おいて、住民と行政との「協働のまちづくり」をどのように推進するのか、真剣

　　に考える時期を迎えています。

　　　平成28年度から10年間の村づくり方針を示す「白馬村第5次総合計画」を策定

　　　・基本理念　白馬村の豊かさとは何か -多様であることから交流し学び合い成長する村-

　　　このような総合計画を実現するためには、社会資本の整備及び高度経済成長期

　　に一斉に建設された道路ストックの高齢化に対する維持管理が必要不可欠な要素

　　となります。

　　　笹子トンネル天上板落下事故を踏まえ、国土交通省においては、平成25年を

　　「メンテナンス元年」と位置付け、定期的な道路施設点検を実施し、第三者被害

　　防止の観点から最低限の安全性を確認するところであります。

　　　本村において、管理されているトンネル等が担う役割は大きく、村民の生活のみ

　　ならず、災害時の救助・救援物資輸送等の緊急活動を迅速に行うためにも重要な

　　基盤施設となっています。よって、今後は生活の利便性と安全性の確保、また地

　　域活性化のためにも、より計画的な維持管理を行い、限られた財源の中で効率的

　　に、トンネル等を維持管理していく必要があります。
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　　1.2.2　目　的

　　　本村において、道路トンネル等の変状・異常を把握、診断し、当該道路トンネル

　　等に必要な措置を特定するために必要な情報を得るものであり、安全で円滑な交通

　　の確保や第三者への被害の防止を図るなど、トンネル等に係る維持管理を適切に行

　　うために必要な情報得ることを目的とし、定期点検を実施する。

　　　本計画では、持続可能な維持管理体制を確立し、対症療法的な修繕から計画的

　　かつ予防保全的な修繕に転換することで、安全で安心な道路サービスの提供を行

　　います。トンネル等寿命を延命することにより、予算の平準化及び維持管理コスト

　　の縮減を図ります。

　　1）持続可能な維持管理体制の確立

　　　　管理するトンネル等の点検頻度・方法などを明確に定め、トンネル等の健全状

　　　態を把握することにより、長寿命化修繕計画の基礎データを収集し、早期の対策

　　　を行います。

　　2）対症療法的な修繕から、予防保全的な修繕への転換

　　　　これまでの維持管理は、建設から長期間経過後において損傷が深刻化してか

　　　ら大規模な修繕を行う対症療法的な修繕計画でした。更新に至るリスクが大き

　　　いことやライフサイクルコスト縮減から、定期点検と適切な対策を効果的・効

　　　率的に行う予防保全型に転換することにより、安全で安心な道路サービスの提

　　　供を確保し、社会的影響を低減していきます。

　　1.2.3　対象施設

　当村で管理する長寿命化修繕計画対象の大型カルバートは、下記の２箇所

です。本計画では「シェッド、大型カルバート等定期点検要領」

（平成31年2月　国土交通省道路局）を参考に、どかぶり1m以上かつ内空に

２車線以上の道路を有する規模のボックスカルバートを対象とします。
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【位置図】

　１.３　計画期間

　【点検、診断、措置、記録】を１サイクルとした５箇年を計画期間とし、

今回の計画は、令和５年度（2023）から令和９年度（2027）までの期間と

します。

図-2　大型カルバート位置図

施設名
　①　岩岳トンネル（Pca大型ボックスカルバート）

　②　ｳｲﾝｸﾞ21ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ（現場打ち大型ボックスカルバート）

ウィング21ボックス

岩岳トンネル
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　１.４　対策の優先順位の考え方

　

（１）健全度の低い施設

（２）道路利用者に対する被害に直結し、劣化の予測が困難である背面に

　　　空洞がある施設

（３）緊急輸送道路に指定されている施設

（４）施設が通行できなくなった場合、経済活動や村民生活への影響を

　　　考慮し、迂回距離が長くなる施設

　　　■大型カルバート修繕の優先度の考え方

図-3　優先順位付けのイメージ図

　修繕は、健全度が低下した大型カルバートの機能を回復し、健全度向上のた
めに行われるものであることから、健全度の低い大型カルバートを優先して実
施しますが、健全度判定区分（Ⅰ～Ⅳ）が同列の場合は、緊急輸送道路や迂回
距離の延長などを考慮し、以下の要領で優先順位を決定します。
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２．新技術等の活用方針

　従来の点検・診断は、目視点検や打音検査を基本として実施されているが、

コンクリートの劣化診断のための非破壊検査や点検・計測等の新技術の活用

が進んできています。（※点検支援技術性能カタログ（案）の活用）

　これらの技術は、技術者の技量によらない点検が可能であり、また、従来

手法では確認や判断が困難であった損傷個所等を的確に判定するのに有効な

手法であり維持管理に係る費用の低減を図りつつ、積極的な活用を図ります。

縮減を図ります。

　変状原因を究明し、再劣化が生じないよう適切な対策工を国土交通省の

新技術情報システム（ＮＥＴＩＳ）を活用し、選定します。

　維持管理の効率化、管理コストの縮減を図るため、点検や修繕における新技
術等を積極的に活用する。導入に当たっては、劣化要因や施工条件、費用対効
果を考慮した上で 選定する必要があります。

■点検・診断への活用

■修繕への活用

図-4　新技術活用システム図
　　　　　　　　　　　　　　（出典：国土交通省北陸地方整備局ＨＰ　記者発表資料）

次回の令和9年度の点検2箇所においてはタブレット等を活用し10万円のコスト
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３．費用の縮減に関する具体的な方針

　３.１　費用の縮減を図るための考え方や取り組み

　３.２　費用の縮減目標

　３.３　廃止・撤去の検討

　これまでの維持管理は、建設から長期間経過後において損傷が深刻化してか
ら大模な修繕を行う対症療法的な修繕計画でした。更新に至るリスクが大きい
ことやライフサイクルコスト縮減から、定期点検と適切な対策を効果的・効率
的に行う予防保全型に転換することにより、安全で安心な道路サービスの提供
を確保し、社会的影響を低減していきます。

図-5　事後保全と予防保全のメンテナンスサイクル図

　いずれもスキー場や村のスポーツ文化施設への重要なアクセス道路であり廃
止・撤去は現実的ではありません。

　定期点検において、３期目の定期点検から全ての施設で新技術の活用を検討
し、令和９年度までに、約１百万円のコスト縮減を目指します。
　また、修繕工事においても、全ての施設で設計段階および実施段階で新技術
の活用により、令和９年度までに約２百万円のコスト縮減を目指します。

　令和9年までの修繕工事で5％のコスト縮減を目指します。

（出典：国土交通省公開資料）
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